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国内学会 

 

1. 古江増隆. 主催セミナー ステロイド外用剤の使い分け. 第 26回日本臨床皮膚科医

会総会・臨床学術大会 2010/5/30, 東京 

2. 古江増隆. ワークショップ：皮膚科ガイドラインを使いこなそう アトピー性皮膚炎

診療ガイドラインの使い方. 第 26 回日本臨床皮膚科医会九州支部総会・学術教育講

習会 2010/6/20, 福岡市 

3. 古江増隆. アトピー性皮膚炎を考える. 第 40回日本皮膚アレルギー学会・接触皮膚

炎学会総会イブニングセミナー 2010/12/10, 広島市 

4. 師井洋一. 皮膚腫瘍：最近の話題. 第 41 回北九州九大皮膚医会 2010/2/17, 北九

州市. 

5. 師井洋一,伊東孝通,中原剛士,内博史,高原和正,今福信一,増田禎一,古江増隆. 当科

における悪性黒色腫センチネルリンパ節生検の検討. 第 82 回形成外科学会九州支部 

2010/3/13, 福岡市 

6. 師井洋一. センチネルリンパ節生検の現状と保険適応. 第 109 回日本皮膚科学会総

会 2010/4/16-18, 大阪 

7. 師井洋一. 分子標的薬剤による皮膚障害. ブリストルマイヤーズスクイブ社内講演

会 2010/7/29, 福岡市 

8. 師井洋一. メラノーマ免疫治療の現況と今後. 第 26回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大

会 ランチョンセミナー１ 2010/6/4-5, 東京 

9. 師井洋一. 皮膚悪性腫瘍診療ガイドラインのポイント. 第 26回日本臨床皮膚科医会

九州支部総会・学術教育講習会 2010/6/13, 福岡市 

10. 師井洋一. 化学療法時のスキンケア. 九州大学がんセミナー 2010/9/15, 九大百

年講堂, 福岡市 

11. 師井洋一. 当科における悪性黒色腫センチネルリンパ節生検の検討. 平成 22 年度 

第 2回メラノーマ班会議 2010/10/16, 東京 

12. 師井洋一. センチネルリンパ節生検 海外データと保険適用への経緯. 第 48 回日本

癌治療学会学術集会 2010/10/27-30, 京都  

13. 師井洋一. 顔面のダーモスコピー. 第 62 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2010/10/23-24, 倉敷市 

14. 師井洋一,謝立寧,古江増隆. 有棘細胞癌の間質に発現する CD10の役割. 九州基礎皮

膚科研究会 2010/11/6, 福岡市  

15. 師井洋一. 皮膚腫瘍-最近の話題-ガイドライン改訂を迎えて. 第 10回滋賀皮膚腫瘍

勉強会 2010/11/13, 大津市 

16. 師井洋一,大場純奈,古江増隆. 悪性黒色腫における CD10の発現と予後との関係. 第

312 回日本皮膚科学会長崎地方会 2010/11/28, 長崎市 
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17. 師井洋一,Xiaofeng Yan,高原正和,古江増隆. 悪性末梢神経鞘腫瘍と神経線維腫にお

けるカテプシン K 発現の検討. H22 神経皮膚症候群に関する調査研究班会議 

2010/12/17, 東京 

18. 高原正和. 下腿潰瘍/静脈瘤ガイドラインについて. 第 26 回日本臨床皮膚科医会九

州支部総会 2010/6/20, 福岡市  

19. 高原正和,辻学,古江増隆. 抗真菌剤による新しい抗炎症作用. 第 54回医真菌学会総

会, イブニングセミナー 2010/10/16-17, 東京  

20. 高原正和. 皮膚真菌症について. 北九州九州大学皮膚科医会,2010/6/9, 北九州市  

21. 竹内聡. 尋常性乾癬に対するレミケード治療の 2 例. 第 2 回福岡乾癬薬物治療研究

会 2010/9/17, 西鉄ソラリアホテル, 福岡市 

22. 竹内聡,古江増隆. 痒みと掻破. 第 61 回皮膚科学会中部支部学術大会イブニングセ

ミナー 2010/09/11, 大阪国際会議場Ｅ会場 ,大阪 

23. 竹内聡,古江増隆. かゆみから見たアトピー性皮膚炎の治療 2010 長崎県中央皮膚科

医研究会講演会 2010/1/23, ホテルグランドパレス諫早, 諫早市 

24. 内博史,安川史子,古江増隆. 油症患者におけるアトピー性皮膚炎有病率および血清

IgE 値について. 第 40 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会 

2010/12/12, 広島市 

25. 内博史,安川史子,古江増隆. 油症患者における血清ケモカイン濃度の検討. 第 60回

日本アレルギー学会秋季学術大会 2010/11/25, 東京 

26. 内博史,三苫千景,古江増隆. 油症患者における血中ダイオキシン類濃度と血清 IgE値

の相関およびアトピー性皮膚炎有病率について. 第 22 回日本アレルギー学会春季臨

床大会 2010/05/8-9, 京都 

27. 瓜生美樹,三苫千景,高原正和,師井洋一,古江増隆. イミキモド 5％クリーム外用が奏

功した肛囲 Bowenoid papulosis の 1 例. 第 15 回北部九州ウイルス感染症研究会 

2010/7/16, 福岡市 

28. 内小保理,師井美樹,古江増隆. リノール酸配合製剤のアトピー性皮膚炎患者を対象

とした安全性の検討(中間報告). 第 28回日本美容皮膚科学会 2010/8/7-8, 東京 

29. 加藤しおり,西江温子,加藤隆弘,中野美沙,竹下弘道,岩永知秋,古江増隆. 抑肝散が

有効であった慢性蕁麻疹の 5 例. 第 22 回日本アレルギー学会春季臨床大

会,2010/05/8-9, 京都 

30. 田代あかり,樋口睦美,河野一郎. angioimmunoblastic T-cell lymphoma の１例. 第

355 回日本皮膚科学会福岡地方会 2010/11/23, 福岡市 

31. 田中摩弥,岩下弥生,成富由司,李家中豪. フットスクリーニング外来～フットケアに

おける皮膚科医としての役割. 第 109回日本皮膚科学会総会 2010/04/16-18大阪 

32. 田中摩弥,赤星真希,成富由司,古江増隆. 当院におけるフットスクリーニング外来の

報告. 第 355回日本皮膚科学会福岡地方会 2010/11/23, 福岡市 
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33. 豊田美都,柴田智子,古江増隆. 診断に苦慮した膿庖性乾癬の 1 例. 第 355 回日本皮

膚科学会福岡地方会 2010/11/23, 福岡市 

34. 佐藤さおり,古江増隆. 瘙痒性皮膚疾患を対象とした同一患者でのｄ-マレイン酸ク

ロルフェニラミンと塩酸フェキソフェナジンの有用性と患者満足度に関する比較検討. 

第 40回日本皮膚ｱﾚﾙｷﾞｰ・接触皮膚炎学会総会学術大会 2010/12/10-12, 広島市 

35. 原田佳代,久保山智世,吉村映里,占部和敬. 国立病院機構九州医療センター皮膚科 関

節リウマチに合併した壊疽性膿皮症の一例. 第 352 回日本皮膚科学会福岡地方会

2010/03/13, 福岡市 

36. 原田佳代,辻弥生,永江航之介,伊東孝通,三田村康貴,占部和敬. ＴＮＦ-α阻害薬に

よる紫斑型薬疹と考えた 3例. 第 355回日本皮膚科学会福岡地方会 2010/11/23, 福

岡市 

37. 伊藤絵里子,齋藤知子,安川史子,内博史,中原剛士,竹内聡,高原正和,師井洋一,古江増

隆,桐生美麿. 悪性黒色腫との鑑別を要した女児外陰部の色素細胞性母斑の 1例. 第

354 回日本皮膚科学会福岡地方会 2010/ 9/20, 北九州市 

38. 伊藤絵里子,安川史子,久場洋子,高原正和,竹内聡,師井洋一,古江増隆,住江愛子,古賀

友紀. Langerhans cell histiocytosis の 2例. 第 62回日本皮膚科学会西部支部学

術大会 2010/10/23-24, 倉敷市 

39. 辻学,高原正和,内博史,竹内聡,三苫千景,師井洋一,古江増隆. ヒト表皮細胞におけ

る Aryl hydrocarbon receptor を介した炎症反応. 第 30 回福岡臨床免疫研究会 

2010/1/23, 福岡市 

40. 辻学,高原正和,竹井賢二郎,松田哲男,古江増隆. 母子に生じたスポロトリコーシス

第 73回九州真菌懇話会 2010/3/6, 那覇市 

41. 辻学,高原正和,竹井賢二郎,松田哲男,師井洋一,古江増隆. 母娘に生じたスポロトリ

コーシス. 第 109回日本皮膚科学会総会 2010/4/16-18, 大阪府 

42. 辻学,高原正和,竹井賢二郎,松田哲男,古江増隆. 小児スポロトリコーシスの遺伝子

診断小児皮膚科勉強会. 2010/7/28, 福岡市 

43. 辻学,高原正和,内博史,竹内聡,三苫千景,師井洋一,古江増隆. どうしてたばこは乾

癬を悪化させるのか？. 第 25回日本乾癬学会学術大会 2010/9/3-4, 宇部市 

44. 辻学,高原正和,松田哲男,里村暁子,竹井賢二郎,師井洋一,古江増隆. 脳膿瘍を合併

した Scedosporium apiospermum による深在性皮膚真菌症. 第 54 回医真菌学会総会 

2010/10/16-17, 東京 

45. 辻学,高原正和,内博史,竹内聡,安川史子,師井洋一,古江増隆. たばこがどうして皮

膚病を増悪させるのか. 第 156回福岡アレルギー研究会  2010/10/19, 福岡市 

46. 蜂須賀淳一,湯ノ谷誠二,師井洋一,古江増隆. セツキシマブによる爪囲紅斑に対して

アダパレン外用が有効であった一例 . 第 198 回日本皮膚科学会熊本地方会 

2010/2/27-28, 熊本市 
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47. 蜂須賀淳一. 凍結療法が有効だった乳癌皮膚転移の一例. 第９１回佐賀県皮膚科懇

談会 2010/4/3, 佐賀市 

48. 蜂須賀淳一. 教育講演２ 痒みと蕁麻疹研究最前線(第２部) EL2-5,末梢神経と痒

み. 第 109回日本皮膚科学会総会 2010/4/16-18 大阪 

49. 蜂須賀淳一,土井和子,師井洋一,古江増隆. EGFR 阻害薬による爪囲紅斑にアダパレン

が有用であった症例. 第 62回日本皮膚科学会西部支部学術大会 2010/10/23-24, 倉

敷市 

50. 蜂須賀淳一,河野美己,中原剛士,内博史,師井洋一,古江増隆. 腫瘤を形成した頭部血

管肉腫にドセタキセルの動注療法を施行した一例. 第 74 回日本皮膚科学会東部支部

学術大会 2010/11/20-21, 仙台市 

51. 市川竜太郎,寺尾浩,衛藤徹也. PUVA bath in bath 療法により皮膚病変をコントロー

ルできた成人 T 細胞白血病リンパ腫(ATLL)の 1 例. 第 109 回日本皮膚科学会総会 

2010/04/16-18, 大阪 

52. 工藤恭子,中原剛士,蜂須賀淳一,内博史,師井洋一,古江増隆. センチネルリンパ節生

検にて false negativeと考えた悪性黒色腫の 1例. 第 25回日本皮膚外科学会総会 

2010/9/4-5, 大分市 

53. 大場純奈,中原剛士,師井洋一,古江増隆. 悪性黒色腫における c-kit, pERK および

cyclinD1の発現. 第 26回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 2010/6/4-5, 東京  

54. 大場純奈,師井洋一,古江増隆. 悪性黒色腫における CD10の発現及び予後との関係に

ついて. 平成 22 年度 第 1回メラノーマ班会議 2010/7/31, 東京 

55. 中野美沙,古賀哲也,居石克夫,桐生美麿. 臍周囲の皮下結節を呈した pilonidal 

diseaseの１例. 第 353回福岡地方会 2010/07/11, 久留米市 

56. 中野美沙,古賀哲也,居石克夫,桐生美麿. 90歳以上の超高齢者にみられた皮膚腫瘍の

３例. 第 354回日本皮膚科学会福岡地方会 2010/09/20, 北九州市  

57. 増永可奈, 山村和彦, 増野年彦. 皮疹を伴った angioimmunoblastic T-cell lymphoma

の 2例. 日本皮膚科学会第 352回福岡地方会  2010/3/13, 福岡市 

58. 増永可奈, 吉村映里, 増野年彦.麻奥英毅, 藤原恵. Atypical fibrous histiocytoma

と考えられた 1例. 第 127回日本皮膚科学会広島地方会 2010/9/5, 広島 

59. 中村暁子,高原正和,大森睦美,竹内聡,師井洋一,渡辺美登里,古江増隆. 悪性リンパ

腫に伴った掌蹠の calcinosis cutisの 1例. 第 109回日本皮膚科学会総会 

2010/4/16-18, 大阪 

60. 中村暁子,高原正和,大森睦美,師井洋一,古江増隆. 石灰化をきたした外陰部 

eruptive syringoma. 第 26回 日本臨床皮膚科医会総会・臨床学術大会 2010/5/29 

-30, 東京 

61. 齊藤知子,竹井賢二郎,千葉貴人,中原剛士,内博史,師井洋一,古江増隆. センチネル

リンパ節生検施行後にリンパ節転移が判明した乳房外パジェット病の一例. 第 61回
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日本皮膚科学会中部支部学術大会 2010/9/11-12, 大阪 

62. 齊藤知子,瓜生美樹,三苫千景,中原剛士,内博史,師井洋一,古江増隆,堀之内康文. 若

年発症の Primary cutaneous anaplastic large cell lymphoma の一例. 第 354回日

本皮膚科学会福岡地方会 2010/9/20, 北九州市 

63. 辻弥生,永江航之介,三田村康貴,原田佳代,占部和敬,宮原寿明,平田剛,今山修平. 乾

癬性関節炎に対し TNF-α抗体を投与し、掌蹠膿疱症様皮疹を生じた 1例. 第 354回日

本皮膚科学会福岡地方会 2010/9/20, 北九州市 

64. 久保山智世,吉村映里,原田佳代,占部和敬,中山吉福. サルコイド反応を伴ったスィ

ート病の一例. 第 352回日本皮膚科学会福岡地方会 2010/3/13, 福岡市 

65. 栗原雄一,中原剛士,古江増隆. 単球の接着能とコルチコステロイド. 第 20回樹状細

胞研究会 2010/6/19, 新潟市 

66. 江﨑仁一,竹内聡,城戸真希子,古江増隆. Scratching behavior does not necessarily 

correlate with epidermal nerve fiber sprouting in chronic dermatitis of NC/Nga 

mice. 第 20回国際痒みシンポジウム 2010/10/30, 東京 

67. 江﨑仁一,竹内聡,城戸真希子,古江増隆. NC/Nga アトピーモデルマウスにおいて表皮

内神経伸長の抑制は必ずしも掻破行動の抑制につながらない. 第 40 回日本皮膚アレ

ルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会 2010/12/10-12, 広島市 

68. 千葉貴人,竹内聡,江崎仁一,山村和彦,師井洋一,古江増隆. 核内受容体 PPARα 

agonist による NC/Nga マウスの皮膚炎と炎症細胞浸潤抑制効果. 第 40 回 日本皮膚

アレルギー・接触皮膚炎学会総会 2010.12.10-12, 広島市 

69. 千葉貴人,竹内聡,江崎仁一,山村和彦,師井洋一,古江増隆. 核内受容体 PPARα 

agonist は NC/Nga マウスの皮膚炎と炎症細胞浸潤を抑制する. 第 60 回日本アレルギ

ー学会総会 2010/11/25-27, 東京 

70. 千葉貴人,内博史,辻学,師井洋一,古江増隆. ベンゾピレン B[a]Pによるヒト気道上皮

からのムチン産生機構. アレルギー・好酸球研究会 2010/6, 東京 

71. 吉村映里,久保山智世,原田佳代,占部和敬,桐生美麿. 毛孔性紅色粃糠疹（PRP）様病

理所見が先行した難治性膿疱性乾癬の一例 . 第 109 回日本皮膚科学会総会 

2010/4/16, 大阪 

72. 吉村映里,増永可奈,増野年彦,久保山智世,原田佳代,占部和敬,桐生美麿,福田俊平,橋

本隆. 診断に苦慮した落葉状天疱瘡の 1例. 第 62回日本皮膚科学会西部支部学術大

会 2010-10-23, 倉敷市 

73. 吉村映里,増永可奈,増野年彦,久保山智世,原田佳代,占部和敬,桐生美麿. 毛孔性紅

色粃糠疹が先行した難治性膿疱性乾癬の 1 例. 第 25 回日本乾癬学会学術大会 

2010/9/4, 宇部市 
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